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日本語・日本文化研究における古典語教育の位置
川村　大
東京外国語大学教授
１　はじめに
日本文化の研究・教育機関において古典の教育が不可欠であることを疑う人はおそらくいないであろ
う。しかし、古典
0 0
教育ならぬ古典語
0 0 0
の教育については、その必要性は必ずしも自明ではないかもしれない。
ある教育プログラムの中に古典語の授業が必要かどうかは、その教育プログラム全体の中での優先順
位によって当然左右されるであろう。しかし、そのことを考慮してなお、およそ日本のことを総合的に
かつ本格的に扱う教育プログラム――つまり例えば、本学大学院における「国際日本専攻」や、本学の
学部教育における「日本語・日本地域」のようなコース――においては、古典語教育は必須であると考
える。
以下、日本語・日本文化教育における古典日本語教育の存在意義について 3つの観点から述べてみ
ようと思う。
２　日本関係人文諸学の基礎学として
言うまでもないが、約 70年前まで、日本では文語体の文章（ここでは、古典で用いられる文法・語
彙を用いた文章のこと、と定義しておく）が生きて使われていた。従って、少しでも古い時代の日本に
ついて調査したり発信したりしようとするなら、文語体の文章の読解能力は必須である。
人文系の諸学では文献が研究対象の多くを占めるが、古代のことはさておき近代に限っても、対象と
なる文献が文語体で書かれている分野が多い。文学では『舞姫』『たけくらべ』などの文語体の作品が
多数あることはもちろん、短歌・俳句では現在でも文語による作品が作られているということを無視で
きない。歴史学・思想史学では書籍・新聞・雑誌・公文書から日記・書簡まで、文語体による膨大な資
料を相手にすることになる。日本語学でも近代語を対象とするときは、しばしばこれら文語体による文
字資料を扱うことになる。
無視できないのは、研究対象ではなくて先行研究
0 0 0 0
が文語体で書かれているということである。さしあ
たり著者の知る文法研究に関して言えば、近代に限っても、『日本文法論』（1908）など山田孝
よ し お
雄の主
要な著作は文語体で書かれており、しかも、今日でも参照されることが多い基本文献である。また、同
じく基本文献である松下大三郎『改撰標準日本文法』（1928）のように、本文は口語体でも用例が文語
というものが少なくない。また、研究テーマによっては本居宣長や富士谷成章などの議論に立ち返る必
要がある。
古典語教育は、なによりもまず、これら日本関係の人文諸学に対する基礎学として不可欠である。
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なお言い添えれば、社会系の諸学でも事情は本質的に変わらないであろう。ごくごく実用的な問題に
限っても、例えば法典の文言の問題を指摘できる。日本の刑法・民法などは明治時代に公布されたが、
その後、少なからぬ改正があったとはいえ、戦前どころか平成になっても文語体の条文が用いられてい
た。商法は 2005年に部分的に口語化したが、まだ文語の部分が残っている。手形法、小切手法など、
まだ文語体のままの法律もある。
３　日本語教育の一環として
本学のように、毎年多くの留学生を受け入れ、また日本語教師志望の学生・院生が多数在籍している
教育機関では、古典語教育は上級・超上級日本語教育のために必要である。
そもそもどの言語でも高級な表現とされるものは大抵古風な表現であるが、そのことを棚上げしても、
現代日本語には近代以前の日本語の名残があちこちに存在する。一定以上の技量に達した学習者であれ
ば、ほぼ間違いなくそうした要素について疑問を持つはずである。
そうしたもののうち、以下文法に関わる事項をいくつか列挙する。
　（１） 　用言の否定形式に「読まない」の他に「読まず（～ぬ、～ねば）」がある。ズは言うまでも
なく古典語の助動詞である。
　（２）	　同じ否定形式「ない」でも、「読まない」に対して「読まないで」とは言えるが「白くない」
に対して「白くないで」とは言えない。一方、「白くない」には中止形「白くなく」があるのに、
「読まない」は普通「読まなく」とは言わない（近時「読まなく、」「起きなく、」という言い方
が一般化しつつあるようだが）。
　　　	　「白くない」のナイが形容詞「無イ」由来の補助形容詞であるのに対し、「読まない」のナイ
は本来形容詞「無イ」とは直接関係のない東国方言の否定辞である（元の語形は未詳）。それ
が江戸時代に、形容詞に類推して活用を整えていった結果が現代語の状況である。それゆえ、
活用のパタンに異なったところがあってもおかしいことではない。
　（３）	　格助詞ニ・トは名詞にのみ接続する（「彼の指示に従う」「彼と行動する」など）。しかし、
複合接続形式の「に従って」「につれて」「にともなって」「とともに」あるいは複合文末形式
の「に違いない」「にふさわしい」などは、動詞に直接接続する。
　　　	　これら複合辞の前にあらわれるものは、歴史的には古典語で言う準体句である。江戸時代極
初期に成立した準体助詞ノの用言下接用法の一般化に押されて準体句が使用範囲を縮小し、最
後に残ったのが、これら複合辞を従える位置なのである。
　（４）	　名詞が述語になるときは普通ダを伴わなければならないが、終助詞カ・ヨ・サ・ネが下接す
る場合にはダが現れない（ことがある）。
　　　　　本か　本さ　本よ　本ね（「本だ｛か／さ｝」は不可。「本だ｛よ／ね｝」は可）
　　　　これらは、古典語における「体言 +助詞」述語の名残であると位置付けられる。
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　（５）　「動詞＋ウ・ヨウ」のうち丁寧のマスが介入する場合、また「デス＋ウ」の場合に拗音が現れる。
　　　　　　読みましょう　受けましょう　本でしょう（←→　読もう　受けよう　本だろう）
　　　また、動詞＋マスを否定する時はン（ズの連体形ヌに由来する）しか接続しない。
　　　 　マスはもともと下二段活用動詞マヰラスであるが、そのウ・ヨウ形は江戸時代前半の上方
語における「下二段活用動詞 +ウ」の形を残したものである。否定形にヌが用いられるのも、
近世上方語における動詞否定形である。なお、デスはデゴザイマス由来であるから、助動詞等
の接続についてはマスと同様にふるまう。
これらの事は、日本語文法の不規則な部分として学習者にまる覚えさせるのが普通だし、とりあえず
はそのような対処をするしかないのだが、ある水準に達した学習者であれば、古典語や日本語の歴史に
ついての知識を得ることで、そうした不規則性をめぐる疑問は相当程度解消されることになる。逆に日
本語教師にとっては、上級・超上級の学習者の質問に答えられるよう、古典語や日本語史に関する知識
は必須ということになる。
このように、上級日本語学習者や日本語教師志望者にとって古典語教育は必要性が極めて高いと言え
る。
４　現代日本語・現代語研究を相対化するために
以下に指摘することは、日本語学専攻の学生・院生に限っての有用性ということになるだろう。
現代語を専攻する学生にとっても、古典語に関する素養は方言や他言語に関する知識と並んで必要で
あると、筆者は常々考えている。現代日本語や現代語研究を相対化する視点を養うために必要だからで
ある。
例えば、他言語から見た日本語文法の特徴として、次のような事項がよく挙げられる。
　（１）　述語における受益表現（「してやる」「してくれる」等）の発達
　（２）　話手／聞手対立に注目する指示詞（コ／ソ）の使い分け
　（３）　聞手敬語（マス・デス）の発達
　（４）　「ウチ／ソト」に注目する敬語運用
実は、（１）～（４）はいずれも奈良・平安時代には欠けていたり、萌芽はあっても未発達であった
りするものであった。大抵は江戸時代以降に発生し、あるいは確立したものである。つまり、日本語の
歴史において相当新しい話ということになる。現代語だけを見て日本語の本質論を云々することの危険
性を、こうした事例は示唆している。現代語しか見ないが故の視野狭窄を逃れるには、外国語との対照
もさることながら、現代日本語により近い他言語、すなわち現代諸方言や過去の各時代の日本語との対
照が有効である。
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５　「古典語教育」研究の必要性
　以上、日本語・日本文化の研究・教育において古典語教育がいかに必要かを述べてきたが、では具
体的に、授業の組み立て・教材の選択などはどうあるべきか、といった問題については、門外漢である
筆者の手に余る。ここではただ、「古典語教育はなぜ必要か」ということを、専ら筆者一人の体験に基
づいて述べたに留まる。
なお、そもそも「古典研究」ならぬ「古典語教育」は、学界でもあまり注目されていないようである。
国立国語研究所の「日本語研究・日本語教育文献データベース」によれば（2016年 1月末現在）、「古
典教育」を標題あるいはキーワードとして含む論文は 277本ヒットするが、「古典語教育」をキーワー
ドとする論文は 1本だけ（ロシアにおける日本漢文の教育に関する報告）である。少なくとも、日本
において日本語で書かれた論文に関する限り、先行研究はほぼ皆無と言ってよい。
今はまだ、教員個々人の実践に関する情報を地道に集積していく段階なのかもしれない。そうした段
階を超えた、大学等における古典語教授法の構築や古典語教育の目指す方向性といった問題は、言うま
でもなく全て今後の課題である。
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